
武士の登場
□10世紀ごろから各地の豪

ごう

族
ぞく

が武装し、土地をめぐって争いました。

武芸を身につけ、朝廷や貴族の護衛をする者が現れ、武士とよば

れるようになりました。関東で平
たいらの

将
まさ

門
かど

が、西日本で藤
ふじ

原
わらの

純
すみ

友
とも

が反

乱を起こしましたが、それらを鎮
しず

めたのも武士たちでした。

□力のある武士を中心に武士団がつくられました。天皇の子孫を統

率者（棟
とう

梁
りょう

）とする源
げん

氏
じ

と平
へい

氏
し

は、有力な武士団でした。

□東北地方で起こった安
あ

倍
べ

氏や清
きよ

原
はら

氏の反乱を 源
みなもとの

義
よし

家
いえ

が鎮
しず

めまし

た。その後、東方地方では奥
おう

州
しゅう

藤
ふじ

原
わら

氏
し

が勢力をのばしました。

院政と平氏政権
□藤原氏と血縁関係のうすい後

ご

三
さん

条
じょう

天
てん

皇
のう

が即位すると、摂関政治の

力が弱まりました。白
しら

河
かわ

天皇は11世紀末に退位して上皇となって

からも、政治の実権を握り続けました。上皇やその住む御
ご

所
しょ

を院
いん

とよんだことから、この政治を院
いん

政
せい

といいます。

□地方の武士は、税を逃れるために貴族や寺社（荘園領主）に土地を

寄進して荘
しょう

園
えん

とし、自ら荘
しょう

官
かん

となり土地の管理を任されました。

□12世紀半ばになると、天皇と上皇の対立や近臣の対立によって保
ほう

元
げん

の乱と平
へい

治
じ

の乱が起こりました。この２つの乱に勝利した平
たいらの

清
きよ

盛
もり

は、後
ご

白
しら

河
かわ

上皇に重く用いられ、武士として初めて、朝廷の　

最高の役職である太
だい

政
じょう

大臣になりました。

□清盛は兵庫の港を整備し、日
にっ

宋
そう

貿易を行いました。一方で、自分

の娘を天皇のきさきとし、生まれた子を天皇にするなどして思う

ままに政治を行うようになり、武士たちの不満が高まりました。

鎌倉幕府の政治
□清盛が後白河上皇と対立すると、源頼

より

朝
とも

らが挙兵し、源
げん

平
ぺい

の争
そう

乱
らん

が始まりました。1185年に、頼朝の弟の源義
よし

経
つね

が壇
だん

ノ
の

浦
うら

（山口県）

で平氏をほろぼしました。

□平氏の滅亡後、頼朝と義経の対立が深まりました。義経は挙兵し、

法皇も頼朝討
とう

伐
ばつ

を命じました。

□頼朝は軍を送って法皇にせまり、義経を捕らえることを名目に、

部下である御
ご

家
け

人
にん

を、各地の守
しゅ

護
ご

や地
じ

頭
とう

として置くことを認めさ

せました。また頼朝は、義経をかくまったとして、奥州藤原氏を

ほろぼしました。

学習1

学習2

学習3

▼各地の争乱

平泉
ひらいずみ

平将門の
勢力範囲

京都

藤原純友の略奪路

大宰府
だ ざい ふ

平将門の乱
（935～940）

藤原純友の乱
（939～941）

保元の乱（1156）
平治の乱（1159）

東北地方の争乱
前九年合戦（1051～62）
後三年合戦（1083～87）

▼武士団のしくみ

下人

郎党（家来）

一族（家の子）
（惣領の親戚）

惣領〈本家〉
（一族の長）

棟梁
（天皇・貴族の子孫）

そうりょう

げ にん

武士団

で　き　ご　と時
代

年
代

中
国

935
939
1051
1083
1086
1156
1159
1167
1180
1185
1185
1192
1219
1221
1232

関東で平将門の乱
瀬戸内海で藤原純友の乱
前九年合戦が起こる
後三年合戦が起こる
白河上皇が院政を始める
保元の乱が起こる
平治の乱が起こる
平清盛が太政大臣になる
伊豆で源頼朝が挙兵する
壇ノ浦の戦いで平氏がほろびる
源頼朝が守護・地頭を設置
源頼朝が征夷大将軍になる
源実朝が殺される
承久の乱が起こる
北条泰時が御成敗式目を制定

平
安
時
代

鎌
倉
時
代

五
代

宋

元

古代から中世へ、鎌倉幕府の成立⑴
教科書 P.68~81中世の日本と世界

6
第３章
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note  守護と地頭

・守護守護…国ごとに置かれ、国の軍事・警備などにあたった。

・地頭地頭…荘園・公領ごとに置かれ、年貢の取り立てなどをした。

□頼朝は1192年に朝廷から征
せい

夷
い

大
たい

将
しょう

軍
ぐん

に任命されました。頼朝は鎌
かま

倉
くら

に拠点を築いたので、これを鎌倉幕府といい、幕府が鎌倉に置

かれた約150年間を鎌倉時代といいます。

□将軍と御家人の主従関係は御
ご

恩
おん

と奉
ほう

公
こう

により成り立っていました。

note  御恩と奉公

・御恩…将軍は御家人の領地を公
こう

認
にん

して保護し、手
て

柄
がら

に応じて

新たな領地や職をあたえる。

・奉公…御家人は都の警備をし、戦いに命がけであたる。

□頼朝の死後、幕府の実権は頼朝の妻の北
ほう

条
じょう

政
まさ

子
こ

と、その父の北条

時
とき

政
まさ

がにぎりました。北条氏は、将軍を補佐する執
しっ

権
けん

という地位

について政治を行いました。これを執権政治といいます。

□1221年、後
ご

鳥
と

羽
ば

上
じょう

皇
こう

は朝廷の権力を回復するために挙兵しました。

しかし、上皇は幕府軍に敗れ、隠
お

岐
き

（島根県）に流されました。こ

れを承
じょう

久
きゅう

の乱といいます。この乱ののち、幕府は朝廷を監視する

ために京都に六
ろく

波
は

羅
ら

探
たん

題
だい

を置きました。

□北条泰
やす

時
とき

は、御家人に関する裁
さい

判
ばん

を公平に行うための基準や守護・

地頭の役割を御
ご

成
せい

敗
ばい

式
しき

目
もく

に定めました。

文化・宗教・生活
□京都には荘園領主らが住み、全国の荘園から年

ねん

貢
ぐ

や各地の特産品

が集まる経済の中心地、鎌倉は武家政治の中心地でした。

□荘園領主と地頭から二重の支配を受ける農民もいました。

□農作業では牛や馬が利用されるようになり、二
に

毛
もう

作
さく

が広まりまし

た。また、桑
くわ

・漆
うるし

・茶などの商品作物の栽培が始まりました。

□寺社の門前などでは定
てい

期
き

市
いち

が開かれ、市では宋
そう

銭
せん

が使われました。

□文学では、合戦のようすをえがいた軍記物語がつくられました。

□武士が活躍したことは文化にも影響を及ぼしました。東
とう

大
だい

寺
じ

の南
なん

大
だい

門
もん

に置かれた、運
'うん

慶
けい

や快
かい

慶
けい

らによって彫られた金
こん

剛
ごう

力
りき

士
し

像
ぞう

には

武士の力強さが表現されています。

□戦乱により社会不安が広がると、心の支えとして、新たな仏教が

広まりました。法
ほう

然
ねん

は浄
じょう

土
ど

宗
しゅう

を、法然の弟子の親
しん

鸞
らん

は浄
じょう

土
ど

真
しん

宗
しゅう

（一
いっ

向
こう

宗
しゅう

）を、一
いっ

遍
ぺん

は時
じ

宗
しゅう

を、日
にち

蓮
れん

は日
にち

蓮
れん

宗
しゅう

（法
ほっ

華
け

宗
しゅう

）を開きました。

□栄
よう

西
さい

や道
どう

元
げん

は、座禅によってさとりを開く禅
ぜん

宗
しゅう

を伝え、栄西は臨
りん

済
ざい

宗
しゅう

を、道元は曹
そう

洞
とう

宗
しゅう

を広めました。

学習4

えいさい

▼鎌倉幕府のしくみ

六波羅探題…朝廷の監視など

政　所 …一般政務、財政

侍　所 …御家人をまとめる

問　注　所…御家人からの訴えを
　裁く

守　護 …国ごとの軍事・警察
　の仕事

地　頭 …荘園・公領の管理など

将

　
軍

執

　
権

〈中央〉

〈地方〉

▼御
ご

成
せい

敗
ばい

式
しき

目
もく

（貞
じょう

永
えい

式目）� （一部要約）

一　諸国の守護の仕事は、御家人の京都
を守る義務を指揮・催

さい

促
そく

すること、謀
む

叛
ほん

や殺人などの犯罪人の取りしまりで
ある。〈第３条〉

一　地頭は荘園の年貢をさしおさえては
いけない。〈第５条〉

一　20年以上継
けい

続
ぞく

してその土地を支配
していれば、その者の所有になる。〈第
８条〉

※奥州藤原氏が平泉（岩手県）に建てました。

▼中尊寺金色堂

▼鎌倉時代の文学

『平
へい

家
け

物
もの

語
がたり

』…琵琶法師によって語

られた軍記物。

『新
しん

古
こ

今
きん

和
わ

歌
か

集
しゅう

』…藤
ふじ

原
わらの

定
さだ

家
いえ

らが編

集した和歌集。

『方
ほう

丈
じょう

記
き

』…鴨
かもの

長
ちょう

明
めい

の随筆集。

『徒
つれ

然
づれ

草
ぐさ

』…兼
けん

好
こう

法
ほう

師
し

の随筆集。
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◦一問一答◦　次の問いに答えなさい。
□⑴　武装した各地の豪族や有力な農民のうち、武芸を専門とするものは何と
よばれていたか。

□⑵　⑴の棟梁として、多くの武士団を支配した勢力は、平氏ともう１つは何
氏か。

□⑶　平安時代の後半に、岩手県の平泉を中心に栄えた東北地方の豪族は何氏
か。　中尊寺金色堂に一族の繁栄があらわれている。

□⑷　白河天皇が上皇となったのちも、院とよばれる御所で行った政治を何と
いうか。　上皇やその住まいのことを院とよんだ。

□⑸　武士としてはじめて太政大臣となり、貴族にかわって政権を握った人物
はだれか。　保元の乱、平治の乱で対立勢力を一掃し武家政権を打ち立てた。

□⑹　⑸が中国と行った貿易を何というか。
　　　瀬戸内海の航路を整え、兵庫の港（大輪田泊）を整備した。
□⑺　源頼朝の挙兵後、頼朝と主従関係を結んだ武士を何というか。

□⑻　国ごとに置かれ、軍事・警察の仕事にあたった役職を何というか。
　　　源義経を捕らえる口実で設置された。
□⑼　公領や荘園におかれ、年貢の取り立て、土地の管理、治安の維持にあた
った役職を何というか。

□⑽　鎌倉に幕府が置かれていた時代を何というか。
　　　源頼朝は1192年に征夷大将軍に任じられた。
□⑾　⑺たちが将軍に対して忠誠をちかい、「いざ鎌倉」というときに一族を率
いて戦いに参加することを何というか。

□⑿　源頼朝の死後、鎌倉幕府の実権をにぎった北条氏の政治を何というか。
　　　北条氏は頼朝の妻政子の実家。
□⒀　後鳥羽上皇が、幕府をたおそうとして兵をあげたが、幕府の大軍に敗れ
隠岐に流された。この乱を何というか。

□⒁　⒀の乱のあと、朝廷を監視し、西国の支配にあてるため、京都に置かれ
た役所を何というか。　北条氏一門がその役職についた。

□⒂　1232年、北条泰時が裁判の基準を示すための法律をつくった。この法律
を何というか。　のちに室町幕府や戦国大名による武家法の手本となった。

□⒃　鎌倉時代に広まった、裏作に麦を栽培する農業を何というか。
　　　春から秋にかけて稲作を行い、冬に小麦を裏作として栽培した。
□⒄　鎌倉時代に琵琶法師によって広められた軍記物語は何か。

□⒅　鎌倉時代の末期に、吉田兼好が書いた随筆集は何か。
　　　『枕草子』・『方丈記』とならんで日本古典文学の三大随筆にあげられる。
□⒆　「阿弥陀仏を信じて自分の罪を自覚した悪人こそが救われる」と親鸞が説
いた仏教の宗派を何というか。

□⒇　宋から伝わった仏教の宗派で、座禅によって自分でさとりを開くことを
目的とする宗派を何というか。　栄西は臨済宗、道元は曹洞宗を開いた。

⑴

⑵

⑶

⑷

⑸

⑹

⑺

⑻

⑼

⑽

⑾

⑿

⒀

⒁

⒂

⒃

⒄

⒅

⒆

⒇

学
習
１

学
習
２

学
習
３

学
習
４

武士

源氏

奥州藤原氏

院政

平清盛

日宋貿易

御家人

守護

地頭

鎌倉時代

奉公

執権政治

承久の乱

六波羅探題

御成敗式目

二毛作

平家物語

徒然草

浄土真宗

禅宗

確 認 問 題
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次の地図を見て、あとの問いに答えなさい。

□⑴　Ａを拠点にして権力をふるい、中尊寺金色堂を建立した氏族の名を答えなさい。
□⑵　幕府が置かれたＢの地名を答えなさい。
□⑶　Ｃの場所で起こった平治の乱で、平清盛に敗れた人物はだれか。次のア～ウから選
びなさい。
ア　源義朝　　　イ　平将門　　　ウ　後鳥羽上皇

□⑷　Ｄは、平清盛が整備した大輪田泊があった場所である。この港で清盛が貿易を行っ
た中国の王朝名を答えなさい。

□⑸　Ｅは、平氏が滅亡した場所である。この地名を答えなさい。
　⑹　Ｆには、承久の乱後に置かれた幕府の役所がある。次の問いに答えなさい。
□①　その役所名を書きなさい。
□②　その役所の仕事を、次のア～ウから選びなさい。
ア　朝廷の監視と西日本の武士の統制
イ　年貢の取り立て
ウ　荷物の運送

　⑺　次の①・②の場所を、地図中のア～エからそれぞれ選びなさい。
□①　平治の乱で源頼朝が流された場所
□②　承久の乱で後鳥羽上皇が流された場所

右の資料を読んで、次の問いに答えなさい。

□⑴　資料の①にあてはまる人物はだれか。
□⑵　資料の②にあてはまる語句で、将軍と主
従関係を結んだ御家人が都の警備につとめ、
戦いに命がけであたったことを何というか。

□⑶　資料の言葉はだれが話しているか。次の
ア～エから選びなさい。
ア　北条政子　　　イ　北条泰時
ウ　源実朝　　　　エ　源義経

1

2

Ａ

ＢＣ
Ｄ

Ｅ
Ｆ

ア

イ

ウ
エ

　さあ侍
さむらい

ども、たしかに聞け。日本国の侍は、

昔は３年のあいだ京都の守りにつくことを一

生のだいじと思い、一族・郎党まで晴れやか

に出発したが、３年の京生活に力つき、国に

下るときははだしでやっと帰ってきた。それ

を（　①　）殿
どの

があわれに思われて、３年を半

年に縮めてくださったので、みな喜んだもの

だ。この御恩を忘れて、このたび京方につく

か、将軍に（　②　）するか、今はっきり言い
きってみよ。

1

⑴ 奥州藤原氏

⑵ 鎌倉

⑶ ア

⑷ 宋

⑸ 壇ノ浦

⑹
① 六波羅探題

② ア

⑺
① ア

② ウ

2

⑴ （源）頼朝

⑵ 奉公

⑶ ア

⑺①は伊豆（静岡
県）、②は隠岐国
（島根県）。

基 本 問 題
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次の文を読んで、あとの問いに答えなさい。

　　10世紀に入ると、貴族や寺社、地方の豪族は私有地（荘園）を広げていった。11世紀半
ば過ぎになると、国司の税の取り立てからのがれるために、藤原氏などの貴族や大寺社
に所有者になってもらい、持ち主自らは荘官となって、私有地を支配していった。そし
て、所有する土地を守るために、武芸を身につけ、戦いを職業とする武士が育ってきた。
　⑴　下線部について、次の問いに答えなさい。
□①　武士は地方で、右の図のような集団を
つくっていた。図の（　　　）にあてはま
る、このような集団を何というか。

□②　天皇や貴族の子孫で右の図の集団のか
しらを何とよぶか。

□③　右の図の集団の中で、天皇の子孫とい
われるのは源氏と何氏か。

□⑵　次のア～ウから鎌倉時代の武士にあては
まるものを選びなさい。
ア　都の貴族に仕えて、護衛にあたった。
イ　国司に任命されて地方を治めた。
ウ　租・調・庸がかけられた。

□⑶　次のＡ、Ｂの乱が発生した地域を、右の
地図中のア～エから選びなさい。
Ａ　平将門の乱　　Ｂ　藤原純友の乱

次の文を読んで、あとの問いに答えなさい。

　　11世紀中ごろ、藤原氏と血縁関係がうすい後三条天皇が位に就くと、天皇に政治の実
権を取りもどそうとした。そして、次の白河天皇は

ⓐ位を皇子にゆずって、（　①　）と
なったのちも政治を行った。12世紀半ばになると、天皇家や藤原氏の争いなどが起こっ
た｡ ⓑ保元の乱では（　②　）や（　③　）を味方につけた後白河上皇が勝利した。こうし
たことから武士は武力で争いを解決し、地位を高めていった。
□⑴　文中の①にあてはまる語句は何か。
□⑵　文中の②・③にあてはまる人物を次のア～エから選びなさい。
ア　平清盛　　イ　源義朝　　ウ　後三条天皇　　エ　白河天皇

□⑶　下線部ⓐの政治を何というか。
□⑷　下線部ⓑの３年後、後白河上皇の政権内で起こった対立を何というか。
　⑸　⑷の戦いに勝ち、太政大臣となった人物について、次の問いに答えなさい。
□Ⓧ　この人物が大輪田泊を整備して行った貿易を何というか。　
□Ⓨ　表現力　この人物は、どのような方法で政治の実権を握るようになったか。「娘」

と「天皇」という語句を使って説明しなさい。

1

2

⑸平治の乱で源義朝に勝ち、朝廷の最高の役職である太政大臣
となったのは平清盛。

大（　　　）

小（

　
　
　
）

小（

　
　
　
）

（
本
家
） 一

族 
　
　
郎
党
ろ
う
と
う

下
人

げ
に
ん

ア

イ

ウエ

1

⑴

① 武士団

② 棟梁

③ 平氏

⑵ ア

⑶
Ａ イ

Ｂ エ

2

⑴ 上皇

⑵
② ア

③ イ

⑶ 院政

⑷ 平治

⑸

Ⓧ 日宋

Ⓨ

例自分の娘
を天皇のき
さきとし、
生まれた子
を天皇とし
た。

の乱

貿易

⑵②・③順不同。
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次の文を読み、右の図を見て、あとの問いに答えなさい。

　　源平の内乱の間、鎌倉で指揮をとって
いた源頼朝は、武家政治のための実際的
で簡素なしくみを整えて、朝廷にせまり 

（　①　）・（　②　）を置くことを認めさ
せた。その後、頼朝は、征夷大将軍に任
じられ、鎌倉に初の武家政権を成立させ
た。頼朝は、ⓐ御家人にⓑ新しい領地を
あたえ、そのかわりに将軍のために働く
ことを誓わせた。
□⑴　文中と図中の①･②にあてはまる語句は何か。
　⑵　図中のＡ～Ｃにあてはまる語句を、次の文をふまえて答えなさい。
□Ａ　御家人の統率、軍事と警察の仕事をした。
□Ｂ　一般の政務や財政の仕事をした。
□Ｃ　訴訟や裁判の仕事をした。
□⑶　表現力　下線部ⓐはどのような人々か。簡潔に説明しなさい。
□⑷　下線部ⓑについて、奉公に対して、将軍が御家人の領地を公認・保護することを何
というか。

次の文を読んで、あとの問いに答えなさい。

　　頼朝の死後、幕府の実権は（　①　）という地位についた北条氏の手に移った。この後、
３代将軍が暗殺され、これを政権奪回の好機とみたⓐ（　②　）上皇は、1221年、北条氏
を討つ命令を全国に下したが、幕府の大軍の前に敗れた。また、1232年、北条泰時が、
武士の社会の慣習に基づいて‚御家人に対してつくった裁判の基準を示すための法律は、
その後、長く武士の政治のよりどころとなった。
□⑴　文中の①・②にあてはまる語句は何か。
　⑵　下線部ⓐについて、次の問いに答えなさい。
□①　下線部ⓐの事件を何というか。
□②　下線部ⓐのあと、朝廷の監視のために、京都に置かれた役所を、次のア～エから
選びなさい。
ア　問注所　　　イ　六波羅探題　　　ウ　守護　　　エ　大宰府

鎌倉時代の文化や宗教、生活について、次の問いに答えなさい。

□⑴　右の資料は、鎌倉時代に人々に親しまれた作
品の冒頭である。この作品名を答えなさい。

□⑵　各地をまわって、右の資料の作品を武士や民
衆に広めた人のことを何というか書きなさい。

□⑶　戦乱や天災、貴族の没落などから世のはかな
さを書いた随筆『方丈記』の作者はだれか書きな
さい。

□⑷　藤原定家らが編集した和歌集を何というか書
きなさい。

3

4

5

祇ぎ
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お
ご
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る
人
も
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六波羅探題…京都の警備、朝廷の監視、
　西国の武士の統制

ＢＢ
ＡＡ

ＣＣ

…国ごとの軍事・警察の
　仕事
…荘園や公領の管理、年貢
　の取り立て

将

　
軍

執

　
権

〈中央〉

〈地方〉

①

②

※①、②は文中の①、②を示している。

3

⑴
① 守護

② 地頭

⑵

Ａ 侍所

Ｂ 政所

Ｃ 問注所

⑶
例将軍と主従
を結んだ武士。

⑷ 御恩

4

⑴
① 執権

② 後鳥羽

⑵
① 承久の乱

② イ

5

⑴ 平家物語

⑵ 琵琶

⑶ 鴨長明

⑷ 新古今和歌集

法師

⑶鎌倉幕府は将軍と主従関係を結んだ御家人との、
御恩と奉公の関係により成り立っていた。
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